























































































































































































































































































6．　25 4．　01 O．　29 O．　17
6．682）m　4．332m　O・362｝im　O．2etLrm
25．　82　・　23．　69　20．　22　）zO．　14
Cholinesterase　Aktivitat
　　＝＝Acetylcholin　（mg），　das　Gewebe　O．　lg
　　　oder　Serum　O．　lcc　in　30　Minuten
　　　zersetzen　kann．
20　　　　　　　　　　　　　　　　　　田　　申　　良　　憲
いとの事である．上述の様に試料の種類によ　　0．17）で対照値に近い・
りChE値に大差が認められるが・そみ各々は　　　　　　　　Tabelle　U．
先人の報欝と大差無い様である・　　　　　Cholinesterase　Aktivitat　d．　badegrupPe
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（SUsswasser）　　　il淡　7k　浴　（第4図，第2表）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　unmittelbar　nach　dem　Bade
　　1間脳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Zwischen一　End－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Leber　Serum　直後：7例の亭均は5．53（6．79≧m≧　　　　　　　hirn　　　hirn
4．　27）で対照値より低いが推計学上有意　　Nr．23　6・46　2．68　　0．08　　0．08
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24　F　6．　66　3．　54　O．　10　O．　14の差で無い．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25　］　6．　97　3．　02　O．　13　30分後：6例の4均は6．86（7．78≧m≧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26　1　3．　68　4．　55　O．　10　O．　13
5．95）で対’照値より大であるが有意で無　　　　27　　5．44　　4．76　　0．15
k“．　28　E　3．　74　4．　76　O．　14　o．　06
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29　1　5．　78　5．　30　O．　32　60分後：5例の平均は6．19（7．32≧m≧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Durch－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．　53　4．　09　O．　15　O．　115．06）で対照値に近い． 　　　 schnitt
　　2終脳　　　　　　　　　6・79｝m’5・012mO24：≧lnO・14≧m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24．　27　2｝i3．　18　＞O．　06　））O．　08
　直後＝7例の平均は4．09（5．01≧m≧
3．・18）で対照fgVa近い．　　　　　　　（2）…h30　Mi・・t・・
30分後・6例癖均は3・・79（439≧m≧　　譜chen一意L・b・・S・・um
3．19）で対照値より低いが有意で無い・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nr．30　1　7．　41　2．　99　O．　20　O．16
　90分後：5例の掌骨は4・87（5・12≧m≧　　　　31　7．82　3．70　　0、11　　0．17
4．62）で対照値より有意に増加していた．　　　32　　5．20　　3．71　　0．16　　0．24
　　3肝臓　　　　　　　　　　33　6．73　3．44　0．14
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34　1　7．　14　4．　52　O．　08　O．　09　直後：6例の雫均は0．15（0．24≧m≧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35　1　6．　84　4．　38　O．　23　O．　06
α1篠驚糠蕊鰍購二恩謳8・3・・79…5…4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．781｝izm　4．3922zm　O．022m　O．24）｝im
O・08）で有意に減少していた・　　　　　　　　　　≧5．95　：≧3．19　）≧0．08》0．04
　66分後：5國の平均は0．33（0．45≧m≧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）　nach　60　Minuten
O．21）で対照値より大であるが有意で無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Zwischen一　End－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Leber　Serumb．　lhirn　hirn　　4血清　 　　　　　　　Nr・36　5・　37 5・16　0・26　0・17
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37　1　5．　10　4．　42　O．　22　O．　17　直後：5例の卒均は0．11（0．14≧m≧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38　r　7．　75　4．　72　O．　42　O．　22
0．　08）で対照値より有意に減少してい’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　39　i　622　4．　93　O．　42　O．　25
た・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40　　6．　53　5，10　　0．34　　0．12
30分後：5例卿均はO・　14（O・　24≧m≧臨論6・・94・・87…33…9
0・04）で対照値より低いが有意で魚・・　　　　7．322｝，m5．122mO．45≧mO．22＞m
　60分後：5例の季均は0．19（0．22≧m≧　　　　　　｝5・06　≧4・62　》0・21）≧0・17
?????????????』?????????
　　婦人の性機能に及ぼす温泉浴の影響に関する臨床的並に実験的研究（7）
Abb．4Sttsswasser　　　　　　≧3．23）で対照値に近い・
8．　0
7．　5
1??
5
?????
6．　0
5．　5
5．　0
4．　5
4．0
O．5
0．　2
Zwischenhirn
21
　　3肝臓
　直後：11例の李均は0．16（0．23≧m≧0．09）
で対照値より有意trz減少している．
Endhirn
Leber　一
Serum　一一一一一
　　　　　　　Tabelle　”．
Cholinesterase　Aktivitat　d．　badegruppe
　（schwach　radioaktive　Therrne　（A）
　　　　　　　　Radon：　einige　Mache）
　　（1）　unmitterbar　nach　dem　Bade
　　　　　　　　　，一■の　　 ．．．．tJ：　；’：
　o一　　　　’t　O　30　’60
　Kontroll一　Minuten
　　tiere　nach　d．　Bade
　　　＠e．Abb・　5
団　研：泉　浴（第5図，第3表）
　脳
Nr．41
　42
　43
　44
　45
　46
　47
　48
　49
　50
　’51
Zwischen一　End－
hirn　hirnLeber　Serum
7．　14
8．　26
6．　46
7．　38
7．　38
7．　17
6．　94
8．　36
7．　38
7．　61
6．　73
3．　33
4．　59
3．　40
3．　74
5．　30
3．　81
3．　23
3．　84
3．　77
2．　82
4．　11
O．　27
0．　07
0．　20
0．　17
0．　33
0．　25
0．　08
0．　22
0．　06
0．　02
0．　09
O．　22
0．　10
O．　15
0．　25
0．　19
O．　25
0．　09
0．　11
0．　12
ミ盤17・・354・・Q・O．　16 O．　16
7．70一〉．一m　5．eO2m　O．23｝zm　O．222m
：｝li7．　00　r＞．　3．　16　20．　09　20．　10
　　1間
　直後：11例の李均は7．35（7．70≧m≧
7．00）で対照値より有意に檜加してkKる．
　30分後：9例の季均は5．79（6．84≧4．
74）で対照値より低いが有意でない．
　60分後：10例の李均は6．39（7．01；≧m
≧5．77）で対照値に近い・．
　　2終　脳
　直後：．11例の李均は4．08（5．0≧m≧．
3・　16）で鮒照値に近い・
　30分後：9例の李均は5．10（6．31：≧m≧
3，89）で対照値より有意に増加してい
る．
　60分後：10例の卒均は4．15（4．79≧m
（2）　nach　30　Minuten
Nr．52
　53
　54
　55
　56
　57
　58
　59
　60
Durch－schnitt
Zwischen一　End－
hirn　’　hirnLeber　Serum
6．　50
5．　54
4．　76
3．　40
5．　98
7．　48
7．　04
6．’　98　’
4．　42
5．　37
8．　33
3．　57
4．　49
6．　46
4．　08
3e　74
3．　91
5．　92
O．　36
0．　28
0．　30
0．　38
0．　14
9・　32
0．　10
0．　31
O．　Ol
O．　03
0．　11
0．　17
0．　18
1　5．　79　5．　10 O．　27 O．　10
6．84．2｝i’m　6．312｝im　O．362m　O．20＞一m
24．　74　23．　89　〉一〇．　18　；｝iO．　003
22
（3）　nach　60　Minuten
田　　中　　良　　憲
Nr．61
　62
　63
　64
　65
　66
　67
　68
　69
　70
Durch－schnitt
Zwischen一　End－　　　　　　　　　Leber　Serumhirn　hirn
Abb．　5　Thermalwasser　（A）
（schwach　radioaktiv）
8．　0
5．　48
7．　92
5．　78
’7．　15
6．　66
7．　07
5．　44
6．　35
5．　40
6．　66
3．　71
3．　74
4．　80
5．　74
3．　16
4．　52
6．　02
3．　26
3．　02
3．　57
O．　02
0．　19
0．　17
0．　18
0．　Ol
O．　21
0．　28
0．　21
0．　13
0．　12
O．　16
0．　10
0．　14
0．　12
O．　17
0．　22
0．　23
0．　14
0．　12
??〉?????????????????》
7．　5
6．　39　4．　15 O．　15　O．　16
7．01；｝zm　4．79）｝im　O．21＞．m　O．182m
fi＞．m5．77　＞m3．23　〉一〇．09　1｝）O．15
　30分後：8例の李均は。．27（0．36≧m≧0．18）
で対照値より大であるが有意で無い．
　69分後：10例の卒均は0．15（o．21≧m≧O．
09）で対照値より有意に減少している・
　　4血　清
　直後：9例の李均は0．16（0．22≧m≧0．1）
で対照値に近い．
　30分後：5例のの李均は0．10（0．20≧m≧
0．003）で対照値より有意に滅少している．
　60分後：9例の李均は0，16（0．18；≧m≧0．
15）で対照値に近い・
　　　W山田共同湯浴（第6図，第4表）
　　1間　脳
　直後：9例の準均は5。89（6・84≧m≧4．・94）
で対照値より低いが有意で無い．
　30分後：8例の李均は6．93（7．62≧m≧6．24）
で対照値より大であり，推計学上有意の差に
近い．（0．1＞α＞0．05）
　60分後；5例の三三は6．83〈7．69≧m≧5．97）
で対照値より大であるが有意で無い．
　　2終　脳
7．　0
6．　5
6．　0
5．　5
5．　0
4．　5
4．　0
?????
Zwischenhirn
Endhirn
Leber　一一一一
Serum　一一一一一．
●一一一　　　．唱
　　t　　o
Kontroll－
tiere
30　60Mnuten
nach　d．　Bade
＠statistisch　signifikanter
　unterschied　gegen　Kontroll　（av〈O．05）
＠wahrscheinlicher　（O．　05〈a〈O．1）
．　nicht　wesentlicher　k　cr＞O．1）
　直後：9例の李均は4．74（5．　54≧m≧3．94、
で対照値より有意に増加している．
　30分後：7例の三富は5．10（5．86≧m≧4．
34）で対照値より有意に増加している・
　60分後：5例の李均は4．98（6．01≦m≦3．
5）で対照値より有意に増加している．’
　　3肝臓
　直後：8例の李均は0．19（0．28≧m≧0．1）
であり対照値より低い．推計学上有意の差に
近い．（0。1＞α＞0．05）．
　30分後：7例の李均は0．3（O．36≧m≧0，24）
で対照値に近い。
　60分後＝5例の三三は0．31（O．48≧m≧0．14）
婦人の性機能に及ぼす温泉浴の影響に関する臨床的並に実験的研究（7）　　　　　　23
　　　　　　　　　　Tabelle　IV．
Cholinesterase　Aktivitat　d．　badegruppe
　　（stark　radioaktive　Therme　（B）
　　　　　　　　　　　　一Raden：150　Mache）
　　　　（1）．　unrnittelbar　．．n．．　a．．g．　h　．　．d”el．p．　…B．a．　．de．
．で対照値に近い．
　　　4血　清
　　直後：4例の卒均は0．12（0．2≧m≧0．
Nr．71
　　72
　　73
　　74
　　75
　　76
　　77
　　78
　　79
Durch－schnitt
Zwischen一　End－
hirn　hirnLeber　Serum
7．　71
6．　94
6．　90
4．　25
4．　89
5．　58
5．　67
6，　66
4．　42
7．　14
4．　72
4．　72
3．　43
5．　30
4．　01
4．　49
4．　45
4．　39
O．　26
0．　11
0．　03
0．　12
0．　11
O．　34
0．　26
0．　28
O．　13
0．　08
O．　18
0．　10
03）で対照値より低い・推計学上有意の
差に近い．（0．1≧α≧0．05）．
　30分後：6例の卒均は0．24（0。31≧m
≧0．17）であり，対照値より有意に壇加
している．
　60分後：4例の李均は0．17（0．26≧m
≧0．08）で対照値に近い・
5．　89 4．　74 O．　19O．　12
6：．gll14trrv．　sl－s’i4tht　－612gim　o．2s＝〉：m　o．20ttJill
L＞．4．94　23．94　20．10　．〉．一〇．03
Abb．　6　Thermalwasser　（B）
　　（stark　radioaktiv）
8．　0
（2）　nach　30　Minuten
Nr．80
　　81
　　82
　　83
　　84
　　85
　　86
　　87
Durch－schnitt
7．　5
Zwischen一　End－
hirn　hirnLeber　Serum 7．　0
6．　46
6．　4．3
7．　95
6．　84
6．　43
8．　60
6．　50
6．　1・9
4．　11
4．　22
5．　48
5．［89
　昌
4．　73
5．　10
6．　19
O．　03
0．　40
0．　31
0：30
0．　24
0．　44
0．　39
O．　26
0．　37
0．　19
O．　18
0．　24
0．　20
O．　24
????????????』????????
6．　5
6．　0
5．　5
5．　0
4．　5
6．　93 5．　10 O．　30
7．62二≧m5，86一≧mO。36≧mO．31：≧m
26．　24　；｝i4．　34　20．　24　＞O．　17
（3）　nach　60　Minuten
Zwischen一　End－
hirn　hirnLeber　Serum
O．　34
0．　50
0．　25
0．　22
0．　23
4．　0
Nr．88
　　89
　　90
　　91
　　92
7．　51
6．　97
6．　29
7．　35
6．　05
4．　15
5．　55
6．　08
4．　q．　6
4．　15
O．　21
O．　17
0．　02
0．　09
O．　5
0．　2
　0
Zwischenhirn
Endhirn
Durch－schnitt
Leber　一
Serum　一一一一
　　　　．ee●㌧・一朝　　 ， 　　　　　隔「■r●　　．
　　t　o
Kontro1ト
tiere
4．　98 O．　31
30　，60
Minuten
nach　d．　Bade
6．　83 O．　17
7．692｝im　6．012m　O．482m　O．26u＞一m
25．　97　vr＞．3．　95　2｝）O．　14　〉一〇．　08
　　V世一山田湯浴（第5表，第7図）．
　1間　脳
直後：7例の李均は7．03（7．58≧m≧6．48）
24 田　　中　　良　　憲
で対照値より有意に壇加している．
　30分後：5例の李均は5．42（6．42≧m≧3．
42）で対照値より低いが有意で無い・
　　2終脳
　直後：7例の李均は4．80（5．53≧m≧4．07）
で対照値より有意に増加しでいる・
　36分後：5例の李均は4．32（5．23≧m≧3・
41）で対照値より大であるが有意で無い・
　　3肝臓
　直後：7倒の心隔は0・36（0．49≧m≧0・23）
で対照値より大であるが有意で無い．
　　　　　　　　Tabelle　V・
Cholinesterase　Aktivitat　d．　badegruppe
　　（monatlang　aufgespeicherte　Therme
　　　　　　　　　　　　　　Radon　：　frei）
　　　（1）　unmittelbar　nach　dem　Bad
　30分後：5例の李均はe．　23（0・42≧m≧0・
18）であり対照値より低いが有意で無い．
　　4血清
　30分後：4例の李均はO．　15（0・17≧m≧O・
13）で対照値より低いが有意で無い・
　季節其他の関係で貯下山田湯群は60分後
（血清は直後も）行え無かった・
　　　Abb．　7　Thermalwasser
（Thermalwasser　（B），　aber　kein
　　Radon　durch　Aufbewahrung）
????〉?????????』??????????
8．0
7．　5
7．0
Zwischen一　End－　　　　　　　　　Leberhirn　hirn
7．　28　5．　07
6．　67　4．　83
6．　02　5．　78
7．　86　5．　75
6．．29　4．　25
7．　35　4．　11
7．　72　3．　81
O．　58
0．　34
0．　43
0．　28　’
O．　38
0．　41
0．　07
6．　5
Nr．93
　94
　95
　96
　97
　98
　99
Durch－schnitt7．　03　4．　80 O．　36
7．58｝）m　5．532m　O．492m
．〉．一6．48　r＞一4．07　；｝iO．23
（2）　nach　30　Minuten
Zwischen一　End－　　　　　　　　　Leber　Serumhirn　hirn
6．　0
’5．　5
5．　0
4．　5
4．　0
???
Zwischenhirn
Nr．101
　102
　103
　104
　105
7．　55
6．　43
4．　19
5．　30
3．　64
4．　42
4．　56
5．　30
3．　26
4．　05
O．　32
0．　26
0．　32
0．　09
0．　14
O．　2Q
O．　21
O．　10
0．　08
Endhirn
．A
Durch－schnitt
Leber　一
Serum　一一一一
e’”’一w）　e一一一一一一一．
　　t　O　30
Kontroll一　Minuten
tiere　nach　d．　Bade
総括，考案
成熟雄ラツテの組織学清中のCholi一
5．　42　4．　32 O．　23 O．　15
6．42．〉一m　5．232m　O．42m＞．一rn　O．17．〉．Tm
．〉＝r3．42　．〉＝．，3．41　．2110．18　21．0．13
nesterase活性値をHesterin氏法（山
崎，今野氏変法）によって測定した．組
織0．19，血清0・1ccが30分間に分解し得
るAcetylcholin量（mg）でChEを表は
すと正常値は，闇騒〉絡脳〉肝臓〉血清
婦人の性機能に及ぼす温泉浴の影響に関する臨床的並に実験的研究（7）
の順であり，旛は肝臓や血清よb著るしく強
く，特に闇9簡は肝臓の22倍，血清の37倍に達
した・実験に使用したAcetylcholin基質濃度
が肝臓，血清に最：適で無かった事を考慮にい
れても脳のChEは著るしく大である事が考え
られ，其の生理学的意義も大なるものがある
と思われる．
　次にラツテに42。C，10分間の各種の浴を
1回行い，直後，30分陵，60分後の3群に分
けてChE値を測定した．各魚群とも第4～7図
に示す様に高い時期や低い時期を有するが，
推計学によって対照との間に有意又は此に近
い差を証明し得たものについて記すと次の通
りである．
　淡水浴：間脳には有意の変化無く，終磯で
は60分後檜治した．肝臓では直後及び60分後
に，血清では30分後に何れも低下が認められ
た．
　研究所泉浴：間脳では直後に増加し，絡脳
では30分饅に増加の傾向を示した・肝臓では
直後及び60分後に，血清では30分陵に何れも
減少が認められた・
　山田共同湯浴：聞脳では30分後に増加の傾
向が認められ，絡脳では直後，30分後，60分
後に何れも増加が認められた・肝臓では直後
に減少の傾向，血清では直後に減少の傾向，
30分後に増加が認められた。
　血止山田湯浴：聞脳，絡脳共に直後に壇加
が認められた．肝臓，血清共に変化を認めな
かった．但し60分後の測定（血清では直道の
も）を行っていない．
1以上の結果を組織別に分類すると次の通り
である．
　間脳：研究所泉浴，貯蔵山田湯浴では増加
が，山田湯浴では増加の傾向が認められた・
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淡水浴では著変が無かった．
　終世：淡水浴，山田湯浴，激痛山田湯浴で
は檜加が，研泉浴では増加の傾向が認められ
た．
　肝臓：淡水浴，研泉浴では減少が，山田湯
浴では減少の傾向が認められた・貯藏山田湯
浴では著比無かつた．
　血清：淡水浴，研悪血では減少のが認めら
れた・山田湯浴では減少の傾向を示した後増
加した・貯藏山田湯浴では30分後の測定のみ
行ったが応変を認めなかった・
　要約すると一般に浴後脳ではChE値は増加
の傾向が強く，肝臓，血清では減少の傾向が
幽いと言う事が出来る．
　　　　　　　考　　　．按
　本実験に用いた温泉の内，岡大研究所泉は
Radon含有量が数マツへ／4であるため，経験
上其の作用に放射能が関与しているとは考え
られない温泉であり山田共同湯はRadon多く
三朝屈指の強放射能泉であり，貯藏山田湯は
同温泉のRadonを除いたものである．
　此等の温泉にラツテを入浴させた絹紬，何
れの温泉も脳のChE値を増加せしめ，肝臓，
血清のChEを減少せしめるという点で一致し
ている・故に此の点に関しては三温泉の聞に
根本的相違は無く，従って放射能泉の特質で
も無く，叉水道：水による濫浴でも類似の傾向
が見られたから温泉に限る現象でも無いと思
はれる．
　然し此の猛勉叉は減少の時期や程度は，浴
の種類により叉組織の種類によって異なって
おり複雑であってド「定の形式の下に分類す
る事は今回の実験の規模では無理と思はれ
る．
　只一s二の著明な現象をあげると，淡水浴
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では温泉と異なり間脳に於ける変化が認め難
い事，強放射能泉では血清に於bて減少の後
の櫓加が認められた事，同温泉のRadonを凹
いたものでは肝臓の変化が認められなかった
事等である．従って温泉と淡水の間に，又温
泉では放射能の有無により多少の相違はある
ものと思はれるが，此の点については今後の
研究により明らかにされるであらう．
　入浴によって麟のChE値が変化するであら
う事は，温泉浴後にラツテ闇脹i内Acetylcho－
1in様物質が増加する事や臓波が変化すると
いう報告14）等からも推察し得る事である．
　血清，肝臓に於ける変化と臓に於ける変化
とが相反する方向を示した事は前者が非特
異的，後者が特異的ChEと全く種類を異にし
ているのであるから不可解な現象では無く，
Mendeli5）も特異的ChEと非特異的ChEとは
独立して変化し得る事を設いている．
　三朝温泉浴による血清ChE値の減少は既に
報告されており，叉肝臓ChE値と血清ChE値
は慣行的関係にある事も周知の事実である．
　謄ChEの増加は臓Acetylcholin代謝の活発
化即ち帥経活動の旺盛となった事を示すもの
と一般に信じられており，米沢16）はAcety1－
cholinの多い所にChEも多いと述べてい
る．
　入浴後に間拶，絡騰のChE値が一時的にも
嘉
せよ増加する事は浴の生理作用上重要な現象
であらう．
　　　　　　　結　　　論
　成熟雄ラツテに3種類の三朝温泉浴及び水
道水による単回温浴を行い，間騰絡脳，肝
臓，血清のCholinesterase値の浴後の変動を
Hesterin氏法（宮崎，∠〉野氏変法）によって
追求した・
　1．対照ラツテのChE値は，間脳〉順鞘〉
肝臓〉血清の順であり，前二者は後二者に比
して著るしく大きい．
　2・間脳，終脳では浴後ChE値の増加する
時期が認められた．
　3・肝臓，血清では浴後ChE値の減少する
時期が認められた・
　4．此等の現象は温泉や叉特等の有する放
射能に特有なものでは無い・
　5．増加或いは減少の時期，程度は浴の種類
更に叉組織の種類によって異なり，淡水と温
泉，放射能の有無により多少の相違はある様
に思はれ，特に淡水浴では間脳の変化は確認
出来なかった．
　6・脳，特に間脳のChE値の増加は入浴の
生理作用上重要な意昧を持つものであらう．
（御校閲を賜った恩師八木教授に深甚なる感謝
を捧げる・）
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SEXUALFU：NKTION　VON　FRAUEN（7）
　　　DER　EINFLUSS　DES　THERMALBADES　AUF　DIE
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　コ　　　CHOLI：NESTERASE　AKTIVITAT　VON　ZWISCHEN－
　　　HIRN，　ENDHIRN，　LEBER　UND　SERUM　DER　RATTE
　　　　　　　　　　　　　　Yosinori　TANAKA
FRAUENKLINIK，　DAS　BALNEOLOGISCHE　INSTITUT，
UNIVERSITAT　OKAYAMA．
　　　Es　ist　bekannt，　dass　die　Thermalbader　den　Einfluss　auf　die　vegetativen　Nerven－
funktionen　haben．　Anderseits　sind　die　Cholinesterase　Akt：，vitat　von　Gehirn　und　die
Nervenfunktionen　eng　miteinander　verbunden・
　　　Mehrere　Arbeiten　stellt　die　Vertinderungen　der　Cholinesterase　von　Serum　bei
Thermalbad　fest，　aber　di・ese　von　G・ehirn　wird　kaum　untersucht．
　　　Daher　um　Verd’nderungen　der　Zentralnervenfunktionen　durch　dem　Thermalbad
zu　forschen，　wurde　die　Cholinesterase　Aktivitat　von　Gehirn　von　Ratten　bestimmt，
dabei　wurde　diese　von　Serum’　’浮獅п@Leber auch　bestimmt．
　　　Die　mtinnliche　Ratten　wurden　unmittelbar，　oder　30．　Minute，　oder　60．　Minute　nach
dem　Bade　（420C，　10　Minut6n）　durch　Dekapitatiort　get6tet，　dann　wurden　Endhirn，
Zwischenhirn，　Leber　und　Serum　durch　Hesterinsche　Methode　（Abb．　1・N－3）　untersucht，
und　wurden　mit　Kontrolltieren　（Tabelle　1．）　verglichen－
　　　Nach　Hesterinsche　Methode　＄tellt　die　Choline’sterase　Aktivitat　sich　als　Acetylchol－
ingewicht　（mg），　das　Gewebe　O．　lg　oder　Serum　O・　lcc　in　30　Minuten　zersetzen　kann．
　　　Art　dse　Bades　一
　　　1．　Sitsswasser　一　Abb・　4　Tabelle　g．
　　　2．　Die　schwach　radioaktive　Therme　（MISASA）．一　Abb・　5　Tabelle　M．
　　　3．　Die　stark　radioaktive　Therme　（MISASA）　一一　Abb・　6　Tabelle　IV．
　　　4・　Die　letzte　Therme　（3），　aber　kein　Radon　durch　monatlangen　Aufspeicherung・　一
　　　Abb　7　Tabelle　V．
　　　Resultat　一
　　　1）　Cholinesterase　Aktivittit　der　Kontroll．t・ieten　一
Zwischenhirn　6・　25，　Endhirn　4．　01，　Leber　O・　29，　Serum　o・　17
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　　　2）　ln　Zwischenhirn，　Endhirn　wurde　die　vorUbergehende’　statistisch　signifikante
Zunahme　von　Cholinesterase　Aktivitat　nach　dem　Bade　bemerkt・
　　　3）　ln　Leber，　Serum　wurde　die　statistisch　signifikante　Abnahme　von　Cholirp．　ester－
ase　Aktivittit　ausser　wenigen　Ausnahmen　nach　dem　Bade　bemerkt・
　　　　4）　Diese　Erscheinungen　waren　nicht　charakteristisch　fttr　Thermalbad　oder　Radio－
qktivitat　von　Thermalwasser，　aber　der　Grad　und　die　Zeit　dieser　Verapdergngeh
waren　vers｛hiedenartig　je　nach．der　Art　des　BadewaSsers　und　des　Gewebes，　und
beSonders　das　Sttsswasserbad　hatte　keinen　bemerkbaren　Einfluss　auf　Zwi＄．．ghenhirn・
　　　　Cholinesterase　von　Gehirn　geh6rt　zu　spezifischer　Cholinesterase，　die　physiologisch
grosse　Rolle　spielt，　gegen　Leber，　Serum，　und　zwar　die　Veranderungen　in　G．　ehirn　nach
dem　Bade　sind　viel　gr6sser　als　in　Leber　und　Serum．
　　　　Die　Zuhahme　von’　Cholinesterase　in　Gehirn’　bedeutet　den　gesteigerten　Acetylcholin
Stoffwechsel，　d．　h・　erh6hte　Gehirntatigkeit．　Also　sind　oben　genannte　Erscheinungen
reich　an　Bedeutng　bei　Badekur・
